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奄美諸島における広東住血線虫の調査

2．沖永良部島における分布状況について
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cα"Zo"e7M，Amamilslands，Okierabu-jima，

著者らは奄美諸島における広東住血線虫の疫学相の解

明を目的として，本諸島最南端の与論島で全島的調査を

実施し，沖繩と同様に全域にわたって濃厚に定着してい

ることを確認した（佐藤ら，1980a，ｂ)．今回，与論島に

引き続き沖永良部島で1979年６月～1980年６月に終宿主

および中間宿主動物における本線虫の感染状況調査を実

施した．その結果，与論島と同様に濃厚に定着し，多種

のマイマイ・ナメクジが中間宿主となっていることを確

認したので報告する．

た．マイマイ・ナメクジ類の採集は調査地区毎に夜間広

範囲に実施した．採集したマイマイ・ナメクジ類は細切

して１％塩酸ペプシン液で３時間（約30C）消化した

後，本線虫第３期幼虫の検出を行った．なお検出した幼

虫は一部をラットに経口投与し，８週間後に成虫の回収

を試みた．

調査結果

（１）ネズミ類の感染状況

捕獲されたネズミ類はクマネズミＲａｔｍｓγαZms，ド

ブネズミＲａＺ〃s7zo7UegiCws，ヨナクニハツカネズミ

ＭＺＪｓ〃z"Sc"ｍｓｙｏ"α肋７２ｉおよびリュウキュウジャコウ

ネズミＳ""α`sllzM7z"Ｓ７Ｍ伽""ｓの４種合計243頭で

あった．

クマネズミは全島的に棲息し，３地区を除く45地区で

合計225頭が捕獲され，本島での優占種であった．この

うち25地区の48頭（21.3％）に本線虫の感染が認められ

た．また脳・頭蓋内から幼若成虫が検出されたのは４頭

であった（Tableｌ）．陽性クマネズミの体重は52～1579

であり，寄生数は１～77匹で少数寄生の個体が多く，平

均寄生数は12.0匹であった．しかし陽性クマネズミの体

重と寄生数の相関は認められなかった．雌雄別の寄生率

は雌23.8％，雄18.4％で雌の方が高く，平均寄生数は雌

16.3匹，雄5.3匹で大きな差が認められた（Fig.２）ド

ブネズミは４地区でのみ６頭が捕獲され，このうち４地

区の４頭(66.7％)に本線虫の感染が認められ，また脳・

頭蓋内から幼若成虫が検出されたのは２頭であった

(Tableｌ）．陽性ドブネズミの体重は70～190ｇであり，

寄生数は１～82匹であった．ヨナクニハツカネズミとリ

ュウキュウジャコウネズミは各６頭が捕獲されたが，い

調査地

沖永良部島は鹿児島の南方536kｍ，前回の調査地であ

る与論島の北方30kｍ，北緯27度20分に位置し，サンゴ

礁の隆起によってできた面積94.5kｍ2の島である．全島

はほぼ平坦で耕地にめぐまれ，サトウキビ・エラブユリ

・フリージャー等が作付されている．調査は和泊町と知

名町の部落毎に実施し，その他に人家のない地区では状

況により数ケ所を調査地区に追加した．すなわち，和泊

町では20部落と空港（Ａ地区）・塵芥焼却場（Ｂ地区）

を，知名町では21部落と大山山頂（Ｃ地区）・大山周辺

(，.Ｅ・Ｆ地区）・田皆岬（Ｇ地区）の合計48地区で調

査を実施した（Fig.１)．

調査方法

ネズミ類の捕獲はバネ板式トラップ（パチンコ）を用

い，各調査地区内の人家周辺・畑・雑木林等で実施し

た．ネズミ類からの本線虫の検出は心・肺動脈および頭

蓋・脳内を精査し，各々成虫および幼若成虫を回収し
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ずれにも本線虫の寄生は認められなかった．

本線虫の寄生を認めたクマネズミとドブネズミの検査

結果を総合すると，各調査区での捕獲数が少ないにもか

かわらず，４８調査区中２８調査区で陽性ネズミが捕獲さ

れ，これらの調査区は全島に及んでいる（Fig.３)．した

がって，沖永良部島における広東住血線虫の分布は全島

的かつ高度であると結論される．

（２）マイマイ・ナメクジ類の感染状況

採集した陸産軟体動物はマイマイ類がパンダナマイマ

イルａｑＭａｅ"αｃｉ７ｃ"んs，オキナワウスカワマイマイ

F7wZicicoZaぬゅectα，エラブシュリマイマイＳａｔＳ""α

"Ie7caZo7iaoたi"oe7a6zJe"sis，オキノエラブギセルＮｅs‐

iOPAae伽saoAi"oe7a6zJe"sis，カサマイマイVIC肋zoi`α

/joriomPhaZa，マダラキカイキセルモドキＥ"ａｒｅ‐

ticwmra，アフリカマイマイＡＣ/mti'1α/Ｍｃａ，ウスイロ

ヘソカドガイＰａＺｚｍ"e"αα〃zcta，クマドリヤマタカマ

イマイＬ"c/、/ｉａａ７ａａａｅＺｉ"α２，チャイロノミギセル

ZzptyZsαγissaの10種，ナメクジ類がアシヒダナメクジ

Laeuicα"/isα/te,ヤマナメクジＩｍｍｒｉα/MZsto旅,-/，

１，Ｊαγiａｓｐ－１（体長：約４ｃｍ，体色：燈色または赤

色)，チャコウラナメクジＬｉ"ｚａｚｍａ埴i"αz"s，ノコウ

ラナメクジDe7oceγαｓｕａ７ｉａ７ｚｓ，ナメクジＩ〃ｃｉＺａｒｉａ

６"/"Cat"s，Ｉ"cｉｍｒｉａｓｐ－２（体長約２ｃｍ，体色：黒色）

の７種，合計17種であった．これらのうちパンダナマイ

マイ，オキナワウスカワマイマイ，エラブシュリマイマ

イ，アシヒダナメクジは広範囲に分布し，棲息個体数も

非常に多かった．

本線虫の第３期幼虫が検出されたのはパンダナマイマ

イ（1.6％)，オキナワウスカワマイマイ（1.3％)，エラ

ブシユリマイマイ（5.1％)，アフリカマイマイ（43.8

％)，アシヒダナメクジ（21.2％)，ヤマナメクジ（8.1

％)，血ciZa7iasp-1（3.7％)，チヤコウラ十メクジ（14.3

（７６）
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Table2PrevalenceofA、ｃａ７１ｌｆｏ'1e'ＭａｍｏｎｇｓｎａｉｌｓａｎｄｓｌｕｇｓｉｎOkierabu-jima

AverageＮｏ．ｏｆ
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％),hciZαγiasp-2（100％）の９種であった（Table２)．

他に淡水産貝であるコモノアラガイＲａａｉ工α"γ加山γｉａ

ｓｍｉ"/ioei20個体について検査したが第３期幼虫は認め

られなかった．これらの中間宿主のうち，アシヒダナメ

クジは分布・棲息数.陽性率および幼虫寄生数から，本

島における最も主要な中間宿主と考えられる．またヤマ

ナメクジ，〃cimγiａｓＰ－１（未記載種）およびＩ>Ｍαγｉａ

ｓｐ－２の３種は中間宿主としてはじめての報告であ

る．

これらの結果を総合すると48地区中28地区から第３期

幼虫が検出され，これらの調査区は全島に及んでいる

(Fig.３)．したがって，ネズミ類での感染状況と考え合

せると広東住血線虫は全島的に定着していると結論され

る．

（３）成虫および第３期幼虫の同定

クマネズミから得た雌雄成虫およびアフリカマイマイ

から得た幼虫各30匹について計測を行った（Table３，

Table４)．またパンダナマイマイ，エラブシュリマイマ

イ，アフリカマイマイ，アシヒダナメクジ，ヤマナメク

ジおよびチャコウラナメクジから得られた幼虫をラット

に経口投与し，８週間後に回収を行った．その結果，す

べてのラットから成虫が回収された．以上の結果と形態

的特徴により，今回沖永良部において検出された虫体は

広東住血線虫の成虫および第３期幼虫と同定した．

Table３ＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓｏｆａｄｕｌｔＡ．ｃα"""e"sな

recoveredfromnaturanyinfectedR．

γαrmsinOkierabu-jima

Averagesizewith
range（ｍ、）ｏｆ３０

ａｄｕｌｔｗｏｒｍｓ

Distancemeasured

Male

Bodylength

Bodywidth

Esophagｕｓｌｅｎｇｔｈ

Ｓｐｉｃｕｌｅｌｅｎｇｔｈ

21.01(23.53-18.66）

0.32（0.36-0.29）

0.32（0.32-0.30）

1.17（1.28-1.05）

Ｆｅｍａｌｅ

Ｂｏｄｙｌｅｎｇｔｈ

Ｂｏｄｙｗｉｄｔｈ

Ｅｓｏｐｈaguslength

Lengthfromposterior
eｎｄｔｏｖｕｌｖａ

Ｌｅｎｇｔｈｆｒｏｍｐｏｓｔｅｒｉｏｒ
ｅｎｄｔｏａｎｕｓ

30.10(33.95-25.21）

0.46（0.53-0.41）

0.35（0.39-0.30）

0.24（0.29-0.19）

0.056(0.060-0.045）

(７８）
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Ｔａｂｌｅ４Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓｏｆｔｈｅｔｈｉｒｄｓｔａｇｅｌａｖａｅ
ｏｆＡ．ｃα"Zcwe"sisobtainedfromAchaZi"α

かJicainOkierabu-jima

本島は，与論島と比較すると一般的に動物相が豊富で

あり，中間宿主となる可能性があるマイマイ・ナメクジ

類についても，与論島では６種（佐藤ら，1980ａ，ｂ）

しか採集されなかったが，本島では17種が採集され，こ

のうち９種から第３期幼虫が検出された．今回第３期幼

虫が検出されなかった８種に関しても，ノコウラナメク

ジ・ナメクジの自然感染（堀ら，１９７３；Otsuru，１９７８；

IntermilMaJ.,1972）が報告され，実験的には多種類の

マイマイ・ナメクジ・淡水貝（Yanagisawa，１９６７；堀

ら，１９７６；Otsuru，１９７８；塩田ら，1980）およびアフリ

カツメガエルのオタマジャクシ（Okuetα/､,1980）が中

間宿主となることが示され，本線虫が多種類の中間宿主

を持つことから，本島で中間宿主となっている可能性が

高いと推定される．一方，主要中間宿主であるアシヒダ

ナメクジとともにパンダナマイマイ・オキナワウスカワ

マイマイ・エラブシュリマイマイも広範囲に棲息してい

る．したがって本島には与論島よりも疫学相が複雑にな

っていると思われる．

与論島ではアフリカマイマイが非常に高密度で全島的

に分布しているが，アシヒダナメクジは極く少数しか棲

息していない．これに対して本島ではアフリカマイマイ

は和泊港付近の防風林の中にのみ限局して分布し（約２５

ha)，アシヒダナメクジが全島に広範囲に棲息している．

隣接する両島は自然環境が類似し交流が深いにもかかわ

らず，本線虫の重要な中間宿主の分布状況が対照的であ

る点は興味深い．奄美諸島へのアフリカマイマイの侵入

経路および分布状況は栄（1968）によってまとめられて

いるが，アシヒダナメクジについてはあまりよく知られ

ていない．現在アシヒダナメクジは奄美本島以南に分布

し，その奄美諸島への侵入は新しく，1969年に徳之島で

初めて発生が確認され，南方地域（沖繩）から持ち込ん

だ苗に付着して侵入したと考えられている（嶋田ら，

1972)．他の島へは徳之島または南方地域から同様な経

路により侵入したと思われ，沖永良部島では和泊町役場

により1977年９月に初めて棲息が確認されている（和泊

町報告書，1977)．本線虫の分布・疫学を考察し，防除を

考える場合，アシヒダナメクジについての知見が非常に

不足している点が指摘される．

以上述べたように，沖永良部島においても与論島と同

様に，本線虫が全島的に分布・定着していることが確認

された．奄美諸島では広東住血線虫の人体寄生例は報告

されていないが，調査結果と沖繩・鹿児島での患者発生

状況を与えると，早急な対策の実施および奄美諸島全域

での調査の必要｣性が強調される．

Averagesizewith
range（ｍ、）ｏｆ３０
３rd-stagelarva

Measurements

Bodylengty

Bodywidth

Esophaguslength

Lengthfromanterior
endtoexcretorypore

Lengthfromposterior
eｎｄｔｏａｎｕｓ

0.483(0.520-0.440）

0.024(0.026-0.022）

0.175(0.194-0.166）

0.090(0.102-0.081）

0.040(0.047-0.035）

考察

広東住血線虫は特に沖繩県（Nishimura,１９６６；InteL

milMα/,,１９７２；国吉ら，１９７２；安里，１９７４；岸本・安

里，１９７４；安里・岸本，1976）では広く高度に定着して

いることが報告されている．これら地域に隣接する奄

美諸島でも，最近になって侵入が報告された（栗原，

1976；石田ら，１９７８；山下ら，１９７８；栗原ら，1979)．奄

美諸島における本線虫の疫学相を解明する調査は，佐藤

ら（1980ａ，ｂ）により与論島で実施され，クマネズミ・

ドブネズミより成虫を，アフリカマイマイ・オキナワウ

スカワマイ・パンダナマイマイ・アシヒダナメクジより

第３期幼虫を見出し，全島的に定着し，クマネズミとア

フリカマイマイ主体の浸淫が基調であることが報告され

た．

今回，著者らは沖永良部島においても本線虫がほぼ全

島的に定着していることを確認することができた．すな

わち，島内全部落に設定した41調査区のうち35地区にお

いて本線虫が認められ，また別に設定した人家がほとん

どない７調査区に関しては塵芥焼却場と田皆岬で認めら

れたが，山中の４地区と飛行場付近では認められなかっ

た．さらに，終宿主・中間宿主の棲息状況・感染状況か

ら，本島における浸淫はクマネズミとアシヒダナメクジ

が主体であり，与論島のクマネズミとアフリカマイマイ

主体の浸淫とは異っていた．本線虫の流行地として知ら

れる沖繩各島（Nishimura,１９６６；安里，１９７４；岸本・安

里，１９７４；安里・岸本，1976）では主要な中間宿主とし

てアフリカマイマイ・アシヒダナメクジが報告され，島

により両種またはいずれかの種とされている．一方終宿

主としてはドブネズミ・クマネズミが報告されている．

しかし流行の基調をなす疫学相の詳細な観察は沖繩本島

での成績を除いてはない様である．

（７９）
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要約

1979年６月～1980年６月に奄美諸島の沖永良部島で広

東住血線虫の分布調査を行った．ほぼ部落毎に全島的に

48調査区を設定し，調査を実施し，次の結果が得られ

た．

（１）ネズミ類はクマネズミＲａＺｍｓγαｔｍｓ２２５頭,ドブ

ネズミＲａｔｔ"ｓ刀orueg〃ｓ６頭，Ｍ"Ｓｍ"Sc"んsyo"α‐

kuni6頭およびリュウキュウジャコウネズミSzmcwS

llz"γi""sγ城伽""ｓ６頭の４種243頭について検査し，

クマネズミ48頭（21.3％）およびドブネズミ４頭（66.7

％）から広東住血線虫が検出された．

（２）マイマイ・ナメクジ類は17種1,986個体について検

査し，パンダナマイマイルα力伽"αｃｉｒｃ"/"ｓ（1.6％)，

オキナワウスカワマイマイル〃CiCo/α火Ｗｃｔａ（Ｌ３

％)，エラブシュリマイマイＳａｔＳ"ｍａｍｅｒｃａｔｏｒｉａｏ〃"

Ceγα6"e"sｉｓ（5.1％)，アフリカマイマイＡＣＭ'"α

かZica（43.8％)，アシヒダナメクジLaeuicα"ZisaJZe

(21.2％)，ヤマナメクジＩ"Cｶﾞﾉａ７ｉａ力"hSto7ﾌﾟ１６γZ（8.1

％)，Ｉ７ｚｃノル伽ｓｐ－１（3.7％)，チャコウラナメクジＬｉ‐

、α工、α719伽t"ｓ（14.3％）およびＩｍＺａｒｉａｓｐ－２（100

％）の９種から広東住血線虫第３期幼虫が検出された．

（３）ネズミ類（28調査区で陽性)，マイマイナメクジ類

(28調査区で陽性）の検査成績を合せると４８調査区のう

ち37調査区で広東住血線虫が検出され，沖永良部島には

全島的に高濃度で分布・定着していると結論された．

以上の事から本島では早急に感染予防の対策を実施す

る必要があり，奄美諸島の他の島でも詳しい調査が必要

である．
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Abstract j

A SURVEY OF ANGIOSTRONGYLUS CANTONENSIS

IN THE AMAMI ISLANDS

2. THE OCCURRENCE OF A. CANTONENSIS IN SNAILS,

SLUGS AND RODENTS IN OKIERABU-JIMA

Shinichi NODA, Atsuo SATO, Hisatake NOJIMA,

Yohsuke WATANABE

{Department of Medical Zoology, Faculty of Medicine,

Kagoshima University, Usuki-cho, Kagoshima, Japan)

Norihiko KAWABATA and Seiken MATAYOSHI

{Department of Epidemiology, Reseach Institute of Tropical

Medicine, Faculty of Medicine, Kagoshima University,

Setouchi-cho, Oshima-gun, Kagoshima, Japan)

Surveys of Angiostrongylus cantonensis in snails, slugs, rodents and shrews were carried out

in 48 areas on Okierabu-jima, Amami Islands during June 1979 to June 1980. These areas were

consisted of 41 community areas and 7 uninhabited areas (airport (A), garbage dump (B), cape (G)

and 4 mountainous areas (C, D, E, F)). The results were as follows:

1. Forty-eight out of 225 Rattus rattus (21.3 %) and 4 out of 6 R. norvegicus (66.7 %)

were parasitized with A. cantonensis.

2. Ten species of snails and 7 species of slugs were collected, and 9 species were parasitized

with third stage larvae of A. cantonensis ; Bradybaena circulus (9/567, 1.6 %), Fruticicola despecta

(6/471, 1.3 %), Satsuma mercatoria okinoerabuensis (22/428, 5.1 %), Achatina fulica (7/16, 43.8 %),

Laevicaulis alte (60/283, 21.2 %), Incilaria fruhstorferi (3/37, 8.1 %), Incilaria sp-1 (1/27, 3.7 %),

Umax marginatus (3/21, 14.3 %) and Incilaria sp-2 (1/1, 100 %).

3. Among 48 areas covering the whole Okierabu-jima, infected rodents, snails and/or slugs

with A. cantonensis were captured in 37 areas. These findings indicate that A. cantonensis is

widely prevalent in Okierabu-jima without mountainous area.

4. R. rattus and L. alte are suspected of playing the inportant role in prevalence of A.

cantonensis in the whole area of this island by their distributions and infection rates.

( 82 )



337

三

Ｓ Ｓ

灘nH11i:iiiSl;i鰯111911胸

７ ３ 磯

ﾎﾟ;ｎｊｉｊ；

liJIlil;Mli,lＩ
ＥｘｐｌａｎExplanationofPhotographs

Photos、l-91ntermediatehostsofA．（．α"Zo"CWS八inOkierabu-jima（×3/4）

Photo、ｌＡｃＡａが"α/Ｍｃａ
Ｐｈｏｔｏ、２Ｓαﾉfs〃〃ﾉαﾌﾉに（αｔｏγ/αＯＡ/"ocﾉｰα6【/〔？"sな

Photo、３Ｆ７ｗＺ/(･irDmaeSPc(､Za

Photo、４Ｂ７ａｃＪｖ６ａｅ"αロバ(イルＡｒ

Ｐｈｏｔｏ、５Ｌａｅｃｉｃα〃/八aJZe

Photo、６１"ciZαγ/αｆ'ＭＭ)'ﾌﾟ、

Ｐｈｏｔｏ，７１"ｃｉｍ７ｉａｓｐ－１

Ｐｈｏｔｏ、８Dzci/ａ７ｉａｓｐ－２

Ｐｈｏｔｏ、９Ｌ/"Zαエノ"α７９/"ａｍｓ

（８３）




